
【後援】 日本感染症学会、日本環境感染学会、日本集中治療医学会（その他、各関連学会、団体と調整中）

https://crik.keio.ac.jp/

https://peatix.com/event/5164650





l 登壇者

海外の臨床試験およびClinical Trial Group (CTG)の発展を牽引してきた第一線の研究者を招聘し、
日本におけるCTG構築に向けた経験と知見を共有いただきます。

1 現地参加 I 
Steve Webb教授
モナシュ大学・オ ー ストラリア

集中治療医・臨床試験専門家。ANZICS
Clinical Trials Group元代表、Australian
Clinical Trials Alliance元代表。REMAP-
CAPやSNAPなど革新的なプラットフォ ー ム
試験を世界的に主導し、Bayesian adaptive 
platform trialsの実装と国際共同研究の推進
を牽引している。

オンライン参加
I 

John Marshall教授
トロント大学・カナダ

外科・集中治療教授。International Forum 
for Acute Care Trialists (In FACT)創設者・
代表、Canadian Critical Care Trials Group 

(CCCTG)元代表。REMAP-CAP試験のカナ
ダ研究代表者を含め世界的な臨床研究、プ
ラットフォ ーム試験を牽引し、集中治療分野
の国際共同研究および臨床試験グル ー プ構築
の第一人者として活躍している。

I 現地参加
I 

Ian Roberts教授
ロンドン大学衛生熱帯医学大学院・
英国

臨床疫学教授。世界各国の研究者と連携し、
救急・外傷・産科領域を対象とした国際多施
設共同臨床試験を推進。CRASH試験および
WOMAN試験の主任研究者として知られ、グ
ロ ー バルな研究ネットワ ー ク構築とエビデン
ス創出に貢献している。

オンライン参加
I 

Lisa Higgins准教授
モナシュ大学・オ ー ストラリア

臨床試験方法論および医療経済学の専門家。
ANZIC Research Centreの医療経済プログラ
ム責任者。REMAP-CAPには開始当初から参
画し、医療経済・長期予後評価を国際的に主
導。急性期医療におけるプラットフォ ーム試
験とアウトカム評価の第一人者である。



l 登壇者

海外の臨床試験およびClinical Trial Group (CTG)の発展を牽引してきた第一線の研究者を招聘し、
日本におけるCTG構築に向けた経験と知見を共有いただきます。

1 オンライン参加 I 
David Paterson 教授
シンガポール国立大学・
シンガポール

感染症・薬剤耐性（AMR）研究の第一人者。
シンガポール国立大学でADVANCE-IDを統括
し、アジア20か国・200以上の病院からなる
臨床試験ネットワークを牽引。抗菌薬、診
断、感染予防戦略を対象とした多国間臨床試
験を推進し、薬剤耐性菌による感染症疫学と
最適な予防・治療に関する研究を展開してい
る。

オンライン参加 I 
Bram Rochwerg 教授
McMaster大学・カナダ

集中治療医・臨床研究者。Canadian Critical 
Care Trials Group（CCCTG）代表を務め、集
中治療、蘇生、敗血症、ランダム化比較試
験、エビデンス統合を専門とする。多施設
ランダム化比較試験を主導するとともに、
多数の国際共同研究に参画。GRADEを用い
た診療ガイドライン作成の方法論にも精通
し、急性期医療のエビデンス創出を幅広く
牽引している。

I オンライン参加
I 

Lennie Derde 教授
UMC ユトレヒト / Ecraid・オランダ

集中治療医で、感染症・疫学を専門とする臨
床研究者。敗血症・重症感染症を中心に、重
症患者を対象とした臨床試験の方法論、デザ
イン、実施・解析に取り組む。REMAP-CAP
の欧州代表研究者および前グローバルチェア
を務め、2026年より欧州の感染症研究ネット
ワークEcraidのCEOとして国際共同研究を牽
引している。

オンライン参加 I 
Steven Tong 教授
メルボルン大学・オーストラリア

感染症医・臨床研究者。メルボルン大学
Doherty InstituteおよびMelbourne Centre 
for Clinical Trialsで臨床研究を主導。17か
国・160以上の病院が参加するプラット
フォーム試験Staphylococcus aureus
Network Adaptive Platform（SNAP）を統
括。さらに急性呼吸器感染症を対象とした大
規模国際臨床試験を推進している。

【本会議に関するお問合せ先】 日本急性期医療CTG国際会議準備委員会（仮称）

齋藤浩輝（聖マリアンナ医科大学・慶應義塾大学）E-mail:hiroki.saito@marianna-u.ac.jp
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